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	スライド番号 1
	❖成果�　　「認知症施策のアウトカムとしての認知症の人ご本人やご家族の視点を　�　重視した評価指標」として「認知症のご本人やご家族の生活安寧指標（2　�　カテゴリー：全24生活状態項目）」を開発し、信頼性と妥当性が担保され　�　ていることを検証した。��❖活用手法について�　・認知症施策のアウトカム指標として、自治体によるニーズ調査や地域間　　�　　の比較などマクロな視点での活用を想定して開発。�　・認知症の人ご本人やご家族の視点から、認知症に罹患しても実現したい�　　生活実態を表現したものであり、生活安寧度の地域内や地域間の実態把�　　握や、不足の項目を明らかにし、充実するための施策形成の一助となり�　　うる。�　・高齢者福祉計画、介護保険事業計画、地域福祉計画、認知症ケアパスの�　　見直し改訂の時期のニーズ調査などに合わせて活用することで、認知症�　　の人ご本人やご家族の視点を重視した具体的な施策案を検討する際の一�　　助となることも期待される。��❖課題�　　当該指標実用化の意義と活用対象・方法の議論とそれを踏まえた実施・　�　活用上の問題点や課題を明らかにするための研究を2019年度に継続する必�　要がある。

